
北海道函館聾学校（令和６年６月２０日作成）

北海道通信社では、本校のボランティアバンクを取材してくれて一面に大きく
掲載してくれました。（※２ページ目を参照。）道立特別支援学校の中で、ボラ
ンティアを活用している学校は多くありますが、「聴覚障がいの理解」や「手話
体験」等、２コマのコンテンツを準備して理解を促し、自前で地域と結び付くこ
とができる仕組みは多くないと思います。
現在、本校のボランティアバンクは、２７名の登録者を得て、様々に活動の幅

を広げはじめています。
地域の皆様、本当にありがとうございます。これからもよろしく御願いします。

また、ボランティアバンクの取組以外でも、児童生徒会が企画した「地域のゴ
ミ拾い（ボランティア活動）」を、地域の３町会の皆様に「一緒にしませんか？」
と呼び掛けたところ、深堀町会、駒場町会、東深堀町会そしてボランティアバン
クから２０名近くの皆様にお集まりいただき、一緒に近くの鮫川沿いの歩道をき
れいにすることができました。児童生徒に取ってとても良い交流と意義深い活動
になりました。本当にありがとうございました。



【北海道通信記事 令和６年６月１９日】


